












要約 川崎病全国調査対象施設に循環器疾患診断施設の有無を含む施設状況の第 2 回目の

アンケート調査を行ない,以下の点が明らかになった。断層心エコー検査は全国989 施設,

冠動脈造影検査は 267 施設で可能であった。第 9 回川崎病全国調査に登録された 20,458

例中の 97.6%が急性期に断層心エコー検査を受けていた。これらの値は 2 年前の調査に比

べて増加していた。川崎病主要症状 4項目と冠動脈瘤(拡大を含む)を持つ例は全体の 1.3%

であった。 


